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第
十
八 

  
 

か
み
よ
の
か
み 

   
 
 
 
 

一 
  

以
後
、
ほ
と
ん
ど
連
日
の
よ
う
に
業
界
関
係
者
と
会
っ
た
。
一
九

五
〇
年
代
の
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
う
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ

て
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
こ
と
は
じ
め
」
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

 

「
独
立
系
」
と
総
称
さ
れ
る
ソ
フ
ト
会
社
の
場
合
、
多
く
が
オ
ー

ナ
ー
会
社
で
創
業
者
は
健
在
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
ヒ
ン
ト
な
り
手
が
か
り
な
り
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

つ
ま
り
筆
者
の
取
材
は
人
探
し
の
追
跡
調
査
に
近
い
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
り
も
し
た
。 

 

奈
良
総
一
郎
と
い
う
人
物
は
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。 

 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興
協
会
と
日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
協
会
の
母

体
の
一
つ
と
な
っ
た
「
四
社
会
」
が
一
九
六
九
年
に
発
足
す
る
以
前
、

日
本
電
波
塔
ビ
ル
の
中
に
計
算
セ
ン
タ
ー
事
業
者
の
勉
強
会
が
あ
っ

た
。 

 

日
本
電
子
開
発
の
松
尾
三
郎
や
構
造
計
画
研
究
所
の
服
部
正
の
こ

と
を
追
い
か
け
て
い
る
中
で
日
本
能
率
協
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｐ
研
究
所
が
浮

上
し
、
そ
の
参
加
者
の
中
に
「
奈
良
総
一
郎
」
と
い
う
名
前
が
あ
っ

た
。 

 

分
か
る
の
は
名
前
だ
け
で
あ
る
。 

 

思
い
あ
ぐ
ね
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
チ
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
。 
 

す
る
と
出
て
き
た
の
が
「
株
式
会
社
ナ
ラ
コ
ム
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
だ
っ
た
。「
シ
ス
テ
ム
・
ダ
イ
ヤ
リ
ー
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

向
け
の
手
帳
や
、
独
自
に
開
発
し
た
「
ナ
ラ
コ
ー
ド
」
を
販
売
し
て

い
る
。 

 

―
―
失
礼
な
が
ら
…
…
。 

 

と
〈
問
い
合
わ
せ
〉
に
書
き
込
む
と
、
数
日
し
て 

 

「
お
探
し
の
奈
良
総
一
郎
は
間
違
い
な
く
私
で
す
」 

 

と
い
う
返
事
が
き
た
。 

 

東
京
・
有
楽
町
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
る
と
い
う
。 

 

会
っ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
の
東
京
交
通
会
館
だ
っ
た
。 

 

補
聴
器
を
付
け
て
は
い
た
が
、
大
柄
な
体
躯
と
活
舌
の
い
い
低
音

は
、
名
木
田
兵
二
氏
と
同
様
、
矍
鑠
た
る
風
情
で
あ
る
。
同
氏
か
ら

聞
い
た
話
は
い
ず
れ
〈
Ｎ
Ｃ
Ｒ
〉
の
項
で
ま
と
め
る
と
し
て
、
こ
こ

で
語
り
た
い
の
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
経
過
で
あ
る
。 

 
こ
ん
な
風
に
し
て
一
人
ひ
と
り
を
追
い
か
け
、
面
会
し
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
重
ね
た
の
が
本
書
の
軸
を
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。

ず
い
ぶ
ん
前
に
現
役
を
引
退
し
た
人
も
筆
者
の
名
前
を
覚
え
て
い
て
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く
れ
て
、「
お
や
お
や
、
な
つ
か
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
し

た
。 

 
な
か
に
は
前
も
っ
て
「
自
分
史
」
を
作
っ
て
持
っ
て
き
て
く
れ
た

り
、
昔
の
社
内
報
や
自
家
製
の
小
冊
子
、
報
告
書
、
蔵
書
の
社
史
な

ど
を
貸
し
て
く
れ
る
人
も
あ
っ
た
。
人
と
会
う
ご
と
に
新
し
い
事
実

や
確
認
を
要
す
る
事
項
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。 

 

あ
る
い
は
「
そ
の
こ
と
な
ら
、
こ
う
い
う
人
に
話
を
聞
く
と
い
い
」

と
い
う
か
た
ち
で
紹
介
を
受
け
る
。
そ
う
し
て
い
る
間
に
五
十
人
以

上
の
〝
証
言
〞
が
集
ま
っ
た
。 

 

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

以
前
か
ら
親
し
く
し
て
い
る
人
に
誘
わ
れ
て
、
銀
座
―
―
と
い
う

の
は
住
所
だ
け
で
、
実
際
は
有
楽
町
に
近
い
―
―
の
パ
ブ
で
開
か
れ

た
会
合
に
参
加
し
た
。
誘
っ
て
く
れ
た
の
は
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
関
連

企
業
に
勤
め
て
い
る
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
個
々
に
紹
介
を
受
け
た
。 

 

大
学
同
期
の
仲
間
だ
と
い
う
。 

 

話
し
て
い
る
う
ち
、
一
人
は
大
手
商
社
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
で
、

「
入
社
し
た
と
き
か
ら
ず
っ
と
シ
ス
テ
ム
を
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
。

別
の
人
は
、「
一
九
六
五
年
か
ら
ソ
フ
ト
開
発
に
従
事
し
て
き
た
」

と
い
う
。 

 

大
学
で
数
学
を
専
攻
し
た
人
の
集
ま
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

共
通
し
て
い
る
の
は
、
当
時
は
大
学
の
数
学
科
を
出
て
も
、
就
職

先
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。「
で
も
」「
し
か
」
で
教
師
に
な
る

人
が
多
か
っ
た
。 

 

「
と
こ
ろ
が
、
自
分
た
ち
が
卒
業
し
た
一
九
六
五
年
に
は
、
あ
ち

こ
ち
の
会
社
に
電
算
部
が
で
き
た
と
き
で
し
て
ね
。
一
転
し
て
引
っ

張
り
だ
こ
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
」 

 

後
日
、
取
材
を
申
し
込
み
、
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
、
全
社
の
情
報
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
立
場
、
マ
イ
コ
ン
応
用
機
器
を
設
計
し
た
立
場

で
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
人
々
の
さ
さ
や
か
な
見

聞
録
や
武
勇
伝
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
時
代
の
空
気
に
味
付
け
を
す
る

に
違
い
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

そ
う
し
た
中
で
、
わ
た
し
の
考
え
に
変
化
が
生
じ
た
。 

 

―
―
卒
論
の
起
点
を
一
九
五
六
年
に
設
定
す
る
の
は
、
ど
う
も
無

理
な
よ
う
だ
。 

 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

な
る
ほ
ど
一
九
五
六
年
と
い
う
年
は
、
そ
の
前
年
に
自
由
民
主
党

と
日
本
社
会
党
の
二
大
政
党
を
中
核
と
す
る
「
五
五
年
体
制
」
が
で

き
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
経
済
企
画
庁
が
宣
言
し
た
年
だ

っ
た
。 

 

日
ソ
国
交
が
復
興
し
、
日
本
の
国
際
連
合
加
入
が
承
認
さ
れ
、
戦

後
日
本
の
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
。
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
視
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点
で
も
、
有
隣
電
機
精
機
が
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
２
８
」
を
導
入
し
て

〝
わ
が
国
初
〞
の
受
託
計
算
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
が
計
算
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
発
表
し
た
年
だ
っ
た
。 

 

情
報
産
業
の
幕
が
開
い
た
。 

 

そ
の
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
社
会
・
経
済
の
情
報
化
―
―
利
用
者
が
何
を
考
え
、
ど

の
よ
う
な
思
想
で
計
算
機
を
導
入
し
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
っ

た
か
―
―
を
語
る
と
き
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
、
す
な
わ
ち
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ

ス
テ
ム
の
時
代
を
描
か
な
い
と
、
ど
う
も
話
の
流
れ
が
う
ま
く
つ
な

が
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
優
れ
た
計
算
機
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
利
用

す
る
考
え
方
と
技
術
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
機
械
に
過
ぎ
な

い
。 

 

次
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。 

 

太
平
洋
戦
争
で
日
本
の
劣
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
九
四
四
年
の

五
月
、
国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
統
計
会
計
機
械

装
置
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）
は
一
千
四
百
六
十
台
（
外
地
九
十
六
台
）、
そ
の

う
ち
計
算
機
本
体
に
当
た
る
分
類
統
計
機
は
百
三
十
二
台
だ
っ
た

（『
日
本
経
営
機
械
化
史
』（
米
花
稔
）
に
よ
る
）。
国
の
機
関
で
は

陸
海
軍
、
鉄
道
、
民
間
で
は
保
険
会
社
や
造
船
会
社
、
航
空
機
メ
ー

カ
ー
な
ど
が
使
っ
て
い
た
。
そ
の
大
半
は
第
二
次
大
戦
末
期
の
空
襲

で
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
も
ろ
と
も
失
わ
れ
た
。 

 

パ
ン
チ
カ
ー
ド
が
焼
失
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
デ
ー
タ
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
空
中
に
消
え
た
と
い
う
こ
と
だ
。
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日

の
時
点
で
、
日
本
に
お
け
る
計
算
機
利
用
の
歴
史
は
振
り
出
し
に
戻

っ
た
と
言
っ
て
い
い
。 

 

と
こ
ろ
が
そ
の
八
年
後
の
一
九
五
二
年
十
月
は
ど
う
だ
っ
た
か
と

い
う
と
、
設
置
台
数
は
一
千
七
百
七
十
六
台
、
分
類
統
計
機
は
三
百

九
十
一
台
と
な
っ
て
い
る
。
四
四
年
五
月
の
数
字
と
比
べ
、
装
置
全

体
で
二
一
・
六
％
増
、
分
類
統
計
機
は
約
三
倍
と
い
う
増
加
で
あ
る
。

さ
ら
に
の
ち
の
一
九
五
六
年
十
月
に
な
る
と
、
装
置
全
体
が
七
千
二

百
五
十
一
台
、
う
ち
分
類
統
計
機
は
一
千
四
百
二
十
三
台
と
飛
躍
的

に
増
加
し
た
（『
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
発
達
史
』
南
澤
宣
郎
）。 

 

経
済
企
画
庁
が
戦
後
か
ら
の
脱
却
を
宣
言
し
た
の
は
、
工
業
生
産

指
数
が
第
二
次
大
戦
前
の
ピ
ー
ク
値
を
超
え
た
た
め
だ
が
、
こ
と
計

算
機
に
関
す
る
限
り
、
戦
前
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
。 

 

さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た
一
九
六
二
年
に
な
る
と
、
国
別
の
計
算
機

保
有
台
数
は
ア
メ
リ
カ
が
九
千
三
百
七
十
七
台
で
群
を
抜
い
て
多
か

っ
た
が
、
第
二
位
は
日
本
で
五
百
二
台
、
カ
ナ
ダ
が
五
百
台
で
第
三

位
、
西
ド
イ
ツ
が
四
百
七
十
二
台
で
第
四
位
だ
っ
た
（
前
出
『
日
本

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
発
達
史
』
に
よ
る
）。 

 
太
平
洋
戦
争
で
こ
の
国
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
全
国
が
焦
土

に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
た
く
う
ち
に
世
界
有
数
の
計
算

機
利
用
国
に
台
頭
し
た
。 

 

―
―
戦
後
、
な
ぜ
日
本
の
企
業
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
積
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極
的
に
採
用
し
た
の
か
。 

 
こ
れ
を
解
明
し
な
い
こ
と
に
は
、
一
九
五
六
年
以
後
の
「
情
報
化
」

を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
て
き
た
の
だ
。
そ
う
こ
う
す

る
う
ち
、
見
慣
れ
て
い
た
は
ず
の
資
料
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
つ
な
が
る
文

字
が
「
明
治
二
十
五
年
」
の
年
紀
を
持
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

そ
れ
は
ま
さ
に
突
然
の
よ
う
だ
っ
た
。
い
や
、
目
に
し
た
の
は
初

め
て
で
は
な
か
っ
た
。
業
界
の
昔
の
出
来
事
を
調
べ
る
と
き
、
手
に

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
情
け
な
い
こ
と
に
、
ま
っ
た
く
見

落
と
し
て
い
た
の
だ
。 

 

そ
こ
に
次
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
た
。 

 

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
五
月
、
高
橋
二
郎
、『
統
計
集
誌
』

第
一
二
九
号
誌
上
に
「
人
口
調
査
電
気
機
械
の
発
明
」
と
題
し
、
ホ

レ
リ
ス
式
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
初
め
て
紹
介
。 

  

資
料
と
い
う
の
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
）

に
創
業
五
十
年
を
記
念
し
て
編
纂
し
た
『
情
報
処
理
産
業
年
表
』
で

あ
る
。
企
画
・
編
集
は
財
団
法
人
・
日
本
経
営
史
研
究
所
で
あ
っ
て
、

同
じ
く
同
研
究
所
が
企
画
・
編
集
に
当
た
っ
た
『
日
本
ア
イ
・
ビ

ー
・
エ
ム
５
０
年
史
』
と
セ
ッ
ト
で
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
。
非
売

品
で
あ
る
た
め
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
入
手
が
難
し
い
。 

 

同
じ
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
に
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
の
こ
と
と
し

て
、 

 

国
勢
院
、
ホ
レ
リ
ス
式
手
動
穿
孔
機
と
手
動
検
孔
機
一
台
ず
つ
購
入 

  

と
あ
る
。 

 

見
開
き
の
右
側
ペ
ー
ジ
に
、
解
説
が
載
っ
て
い
た
。 

  

大
正
九
年
五
月
、
国
勢
院
が
設
置
さ
れ
、
同
年
十
月
に
第
一
回
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
八
月
に
国
勢
院
が
ホ
レ
リ
ス
式

統
計
機
を
輸
入
し
た
の
は
、
本
格
的
で
全
般
的
な
調
査
が
、
統
計
処

理
の
機
械
化
に
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
調
査
で
機
械
集
計
が
使
わ
れ
た
の
は
人
口
五
千
六
百
万

人
の
う
ち
八
百
三
十
万
人
で
、
人
手
集
計
に
比
べ
能
率
は
約
四
倍
で

あ
っ
た
。
国
勢
調
査
は
、
こ
れ
以
後
五
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
第
一
回
国
勢
調
査
の
大
正
九
年
に
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
推
計
百
五

十
九
億
円
、
産
業
別
の
有
業
者
数
は
、
下
図
の
通
り
で
、
第
一
次
産

業
が
過
半
を
占
め
、
こ
の
面
か
ら
は
農
業
国
と
い
う
様
相
を
呈
し
て

い
た
。 

 
 
 
 
 

（
米
花
稔
『
日
本
経
営
機
械
化
史
』
ｐ
19
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
筆
者
注
：
文
中
の
「
下
図
」
は
省
略
し
た
） 
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こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
第
八
―
九
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
本
編
が
始
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、『
情
報
処
理
産
業
年
表
』

は
Ａ
４
判
変
形
、
全
三
百
六
十
四
ペ
ー
ジ
の
ず
っ
し
り
し
た
書
籍
で

あ
る
。
冒
頭
に
あ
る
口
絵
の
続
き
、
と
い
う
錯
覚
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
見
逃
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

見
つ
け
た
と
き
、 

 

―
―
ま
い
っ
た
。 

 

と
思
っ
た
。 

 

有
体
に
い
え
ば
「
あ
ち
ゃ
〜
」
で
あ
る
。 

 

明
治
二
十
五
年
…
…
。 

 

『
日
本
書
紀
』
は
、
國
常
立
尊
か
ら
天
孫
人
皇
彦
火
火
出
見
尊
に

い
た
る
「
神
代
」
を
上
・
下
に
分
け
、 

 

―
―
古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
…
… 

 

で
始
ま
る
初
巻
を
「
か
み
よ
の
か
み
」
と
称
す
る
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
い
し
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
に
と
っ
て
、
明
治

二
十
五
年
に
統
計
会
計
機
械
装
置
に
つ
い
て
論
文
を
ま
と
め
た
高
橋

二
郎
と
い
う
人
物
は
、
初
生
神
・
国
常
立
尊
に
相
当
す
る
。
ま
る
で

「
か
み
よ
の
か
み
」
で
は
な
い
か
。 

 

ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
…
…
。 
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